
学校番号 109 

令和２年度 芸術〔美術〕 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 2 単位 年次 ２年次 

使用教科書 「高校生の美術２」 （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 発想力や想像力を更に高め、美的感覚や表現技術を生かした創作を通して、表現や鑑賞の喜びを味

わいましょう。 

 「表現すること」についてさらに深く考えることを柱として学習します。自分が、一人の「表現者」

であるという意識を持って、表現をする力を身につけるように取り組んでいきましょう。 

 1 年次で学習したことの応用となるよう深く学習していきます。 

 言語活動を通して自身の作品について発表する力つけましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して、造形的な見方･考え方を働かせ、美的体験を深め、生活や社会の中の美術

や美術文化と幅広く関わる資質・能力を育成することを目ざす。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・ 

意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心を持ち、主体的に

表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとす

る。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグループ

ワークの様子 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

振り返りシート 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

  



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

モ
ダ
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク
抽
象
と
感
覚
の
冒
険 

 

【絵画】【鑑賞】 

 オリエンテーション 

 学習内容、評価について 

 モダンテクニックを使った作

家の作品を鑑賞する 

 モダンテクニック 

９種類の技法の練習作品制

作と合評 

・ モダンテクニック作品制作と

合評 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a:美術の多様な表現に関心を

持ち、これからの学習に意欲

を高めている。美術作品など

のよさや美しさを感じ取り、

美術の働きや文化ついての

理解を深めている。 

b:表現をするために、構図・技

法の工夫がなされている。 

c:絵の具の扱いを理解し、表現

に繋げられている。 

d:生徒の作品を鑑賞し、様々な

作品に対して関心をもち、理

解を深めている。 

制作の様子 

 

 

作品 

 

 

ワークシート 

 

学習活動の

様子 

 

２
学
期 

ポ
ス
タ
ー
制
作 

【デザイン】【鑑賞】 

・本校の美術・書道の作品展

を紹介するため必要な情報は

何かを考え、ポスターのデザ

インを考える。 

・ポスターを制作する。 

・完成したポスターの投票を

し、実際に作成するポスター･

案内ハガキに使用する作品を

生徒たちで選定する。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:生活や社会を心豊かにする

美術の働きやデザインの目

的や条件、機能や用途などを

考えて表現することに関心

を持ち、表現や鑑賞の活動に

主体的に取り組もうとして

いる。 

b:アピールする事物などデ

ザインの目的、機能、美しさ

などから主題を生成し、描画

材や表現形式の特性、形や色

彩などの働きを考えて表現

の構想を練っている。 

c:目的や意図に応じて材料や

用具の特性を生かし、表現方

法を工夫して、目的や計画を

基に表現している。 

d:作者の意図や表現の工夫、よ

さや美しさなどを感じ取り、

生活や社会を心豊かにする

美術の働きや作品などつい

て理解を深めている d:生徒

の作品を鑑賞し、他者の視点

について関心をもち、理解を

深めている。 

制作の様子 

 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

 

ワークシート 

 

学習活動の

様子 



紙
で
作
る
靴 

【立体】【鑑賞】 

 ケント紙で靴を制作する。 

自分の靴を見本とし、着

彩はアクリルガッシュで行

う。 

 合評 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:モチーフの特徴を表現する

ことに関心を持ち、表現や鑑

賞の活動に主体的に取り組

もうとしている 

b：作業工程を理解し、想像し

ながら見通しを持って制作

している。 

c:靴の形状を捉え、紙の特質を

理解し、立体的に表現するた

めの工夫をしている。 

c:目的や意図に応じて材料や

用具の特性を生かし、表現方

法を工夫して、目的や計画を

基に表現している。 

d:生徒の作品を鑑賞し、様々な

作品に対して関心をもち、理

解を深めている。 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

 

 

３
学
期 

自
由
制
作
・油
彩 

【絵画】 

・テーマをそれぞれに設定

し、油絵を制作する。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

a: これまでの学習の集大成とな

る絵画を制作するという姿勢

を持っている。 

b:表現をするために、構図・技

法の工夫がなされている。 

c:油絵の具の特質を理解し、表

現に繋げられている。 

d:生徒の作品を鑑賞し、他者の

視点について関心をもち、理

解を深めている。 

制作の様子 

 

ア イデアシ

ート 

 

作品 

 

振り返りワー

クシート 

 

※ 表中の観点について a: 美術への関心・意欲・態度   b: 発想や構想の能力 

c: 創造的な技能         d: 鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


